
別紙様式３ 

 

令和７年度第１回学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

１ 会 議 名  各務原高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

 

２ 開催日時  令和７年６月２５日（水） １４：００～１５：３０ 

 

３ 開催場所  各務原高等学校 会議室 

会議に先立ち、委員による授業参観（文化祭の準備）を実施 

 

４ 参 加 者  会  長    長倉  守   岐阜大学大学院教育学研究科准教授 

副 会 長  丹羽 文雄   各務原市立中央中学校長 

委  員  小川 陽子   新生こどもえん園長 

堀   善子   各務原市 市民生活部 税務課長 

上杉 秀佳   本校ＰＴＡ会計 

（書面議決）古田 希雄   各務原市 市長公室 まちづくり推進課長 

              学 校 側    野々山伸一    校長 

                         杉山 秀謙    教頭 

高橋 美穂子   教頭 

髙木 美希    事務長 

橋本  純    生徒指導主事 

水野 里美    進路指導主事 

              武藤 俊平     研修主事 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）学校施設及び生徒の様子について【授業参観より】 

   意見１：とても落ち着いて生活している。年々、生徒の姿がよくなっており、着実に育っ

ていることがわかる。 

 

   意見２：校内の清掃が行き届いており、教育環境が整えられている。 

 

   意見３：校内及び教室内の掲示物が精選され、ユニバーサルデザインが意識されているの

がよい。 

 

 （２）令和７年度「教育指導の重点及び学校経営計画」「方針と重点」について 

意見１：校訓、教育目標、スクール・ポリシー及びミッション、学校長の経営方針が一連

の柱となり、それが各分掌の重点や具体的取組に確実につながるようにしていき

たい。そのために、方針に示されている言葉をキーワード化する等し、職員はも

ちろんのこと、生徒とも目指すべき方向を共有していくとよい。 

 

意見２：経営方針は中長期的スパンで捉え、実践、評価・改善を図っていくとよい。 

 

意見３：スクール・ミッション及びポリシーについては、形骸化しないよう不断の見直し

を行い、解釈について共通理解を図ったり、その時々の学校の実態に応じた表現
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に書き加えたりと、生きた教育実践につながるようにするとよい。  

 

意見４：学校長の経営方針にあるように自分の「すき」に気付き、深化させる過程におい

て、母校となる各務原高校が好きになり、自分が育った各務原市が好きになり、

ひいてはこの岐阜県が好きだと言える人材を育てることになる。そうした意味で、

学校長の経営方針に賛同できる。 

    

意見５： SNS社会において、生徒は常に他者の目にさらされ、自分が他者からどう評価

されるかを気にしている。また、コロナの影響をうけた生徒は様々な制約を受け

ながら成長してきており、人と関わる経験や多様な体験が積み上がっていないこ

とが考えられる。そうしたことが、学校課題である自分への自信のなさ、自己肯

定感の低さにつながっているのではないか。 

 

意見６：各務原市内の中学校において、生徒のよさと課題は高校と共通している。最近は

義務教育の段階で、家庭学習を位置付けていないことも多く、高校生となり自学

の習慣が充分に身に付いていないことも考えられる。そうした生徒にどのように

学習への取組を促すのか、検討が必要である。 

 

意見７：基礎・基本の定着は非常に重要であると感じる。大学の課題を見ていると、どの

授業においても短いレポートをタブレット端末を用いて提出している。高校にお

いても、自分の考えを短い文章でまとめ、ＩＣＴ機器を用いて即時作成できる知

識・技能を確実に身に付けていくとよい。 

 

意見８：活動があってこそ学びがある。ふるさと教育のなかで、実際に体を動かして、体

験を積み重ねながら学んでいくとよい。 

 

意見９：遅刻や身だしなみ指導を丁寧に行っていることがよい。ぜひ、ふるさと教育を実

践するなかで、地域社会と連携した活動を積極的に行い、社会のルールやマナー

について、自分自身で意識できるよう促したい。 

 

意見１０：就職や入試等、進路決定の時期が年々、早まってきている。高校においても、２

年次ぐらいから面接指導等の対応を始めていく必要がある。 

 

  意見１１：保護者として経営方針や具体的な取組を聞き、学校が意図的に教育活動を実践し

ていることがよくわかった。保護者としても、学校に任せきりになるのではなく、

学校と共に積極的に我が子の成長に関わっていきたい。 

 

６ まとめ 

・第１回学校運営協議会では、全委員より今年度の本校の教育指導の重点及び学校経営計画

について承認が得られた。 

・委員の皆様から得た意見を全職員で共有し、職員一丸となって今後の教育活動を展開する

と共に、７月に行われる学校評価（学校運営協議会・保護者・生徒）をもとに、年度中間

の成果と課題を明らかにし、更なる改善を図る予定である。 


